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 DFI の欠測記録を含まない 902 個体から無作為に欠測値を発生させた無作為欠測 DFI デ
ータセットを用い，二次回帰式，直交多項式四次式および Loess 法の３つの回帰式の補正
値の適合度を検証した結果，真の TFI 値と補正した TFI 値間の相関係数は 0.981 から 0.999
を示し，いずれの回帰式においても欠測割合の増加によって相関係数が低下した。真の値に
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 5%から 50%まで無作為に DFI 記録を欠測させた無作為欠測 DFI データセットを用いて，
無作為欠測区および Loess 補正区の真の ADFI に対する遺伝的パラメータおよび育種価の
変動を検証した。その結果，DFI の欠測記録割合や DFI の欠測値の補正の有無にかかわら
ず，ADFI の分散成分，遺伝率およびそれらの標準誤差は大きく変動しないことが明らかと
なった。一方，ADFI の育種価の推定に対して，Loess 法を用いて欠測した DFI 値を補正す
ることによって，欠測記録を補正しない場合と比較して 5%程度の欠測記録の場合でさえ，
真の育種価の順位に対する相関を有意に上昇させることを示した。さらに，Loess 法による
DFI の欠測記録の補正は補正をしない場合に比べ真の ADFI の育種価に対する適合度を上








また，ADFI の遺伝率は中程度であり，ADFI は ADG と強い正の相関，BFT および IMF
と中程度の正の相関が示されたことから，ADFI の遺伝的改良は可能であり，ADFI の増加





 デュロック種集団における FCR の遺伝率は 0.27 と中程度を示し，飼料摂取行動形質の遺
伝率は 0.4 以上の中〜高程度の比較的高い遺伝率を示した。FCR および飼料摂取行動形質
は中程度以上の遺伝率を示したことから，デュロック種においてこれらの形質の遺伝的改良





FCR における産肉形質および ADFI との遺伝相関の結果から，FCR は ADG と中程度(－
0.50)の負の相関が確認され，その一方で ADFI との遺伝相関は低い正の相関(0.09)を示した
ことから，本研究に用いたデュロック種集団においては，FCR を改良形質として用いるこ








３．BLUP 法による推定育種価と ssGBLUP 法によるゲノム育種価の正確度および遺伝的改良
量の比較 
 2010 年から 2013 年生まれの産肉形質および飼料利用性形質の形質値を持つ個体を参照
集団として用い，2014 年生まれの個体 214 頭について従来の BLUP 法による育種価と SNP
情報を考慮した ssGBLUP 法によるゲノム育種価を推定し，育種価とゲノム育種価の比較を
行った結果，選抜時に形質データを保有していない一次選抜時における FCR の推定育種価
の正確度は ssGBLUP 法によるゲノム育種価において 2.81 倍に増加した。個体の形質デー
タを加えた二次選抜時の推定育種価の正確度と１世代当たりの遺伝的改良量は，BLUP 法
と比較して ssGBLUP 法において 1.41 倍増加することを示した。さらに，一次選抜と二次
選抜を通じた１世代当たりの遺伝的改良量は ssGBLUP 法を用いることによって１世代あ
たりの遺伝的改良量が約 1.57 倍増加することが示された。産肉形質では，一次選抜時およ
び二次選抜時における ADG，BFT，EMA および ADFI の ssGBLUP 法による推定ゲノム
育種価の正確度および１世代当たりの遺伝的改良量はそれぞれ 2.34 倍，2.26 倍，2.52 倍，
2.49 倍および 1.30 倍，1.26 倍，1.39 倍，1.35 倍に増加することを示した。また，ADG，
BFT，EMA および ADFI の一次選抜および二次選抜を含めた一世代当たりの総合改良量は
従来の BLUP 法と比較して ssGBLUP 法を用いることによって 1.44 倍，1.40 倍，1.53 倍
および 1.50 倍に増加することが示された。 
 これらの結果より，ゲノム情報を利用した ssGBLUP 法を用いることによって，従来の
BLUP と比較して産肉形質および飼料利用性形質の推定育種価の正確度が向上し，１世代
当たりの遺伝的改良量を増加させることが可能であることを明らかにした。また，ssGBLUP













育種価よりも改良効率が約 1.5 倍向上すること，さらに 12 個の SNP は飼料効率と増体能力
に関わる遺伝子と連鎖していることを明らかにした。これらの結果から，自動飼料摂取量記
録装置から得たデータを活用することにより，デュロック種における飼料利用効率の育種改
良効率を改善することが可能であることを示唆した。 
 これらの研究成果等を詳細に検討した結果，審査委員一同は博士（畜産学）の学位を授与
する価値があると判断した。 
